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巻頭の言葉「呼吸器系難病における研究班の役割」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　理　　　事　　工藤　翔二

１．財団の概要

２．平成23年度事業報告・決算

 　（平成23年度の主な事業概要）

 　　（１）医学研究奨励助成事業
 　　　　　第36回医学研究奨励助成金

　 　（２）国際シンポジウムの開催
 　　　　　第8回国際家族性アミロイドポリニューロパチー（FAP）シンポジウム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　　安東　由喜雄

　 　（３）難病情報センター事業
 　　　　　難病情報センターの現状と今後の展望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　長　　宮坂　信之
 
 
３．平成24年度事業計画・予算

４．疾患ミニ解説「ギランバレー症候群」について

５．特定疾患医療受給者証交付件数

６．新着情報
 　厚生労働省の難病対策に関する動向
 　厚生労働省難治性疾患克服研究事業（研究班）の動向

７．研究雑感「100年間の教義にメスを」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　議　員　　青木　　清
 
８．賛助会員へのご加入及びご寄付のお願い




